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 ヒトの細胞内はタンパク質や核酸等の生体高分子でとても混みあっており、これら溶質の濃度は

300-400 g/Lにも達する。一方生体高分子の研究は、通常希薄溶液条件下で行われる。細胞内の混雑

下と希薄条件下では、生体高分子の挙動が異なる可能性がある。インセル(in-cell)NMR法とは、注目

する生体高分子を生細胞に導入し、この NMRスペクトルを測定する事で、生きた細胞中における生体

高分子の挙動を直接的に捉える方法である。これまでタンパク質に関しては、ヒト生細胞に導入した

試料のインセル NMRスペクトルが報告されてきたが、核酸に関しては報告が無かった。我々は、ヒト

生細胞に導入した核酸分子の NMR スペクトルを観測する事に世界で初めて成功した 1)。インセル NMR

法を用いてヒト生細胞中における核酸の構造、塩基対の開閉のダイナミクス及びタンパク質との相互

作用を解析した結果を報告する 2)-6)。生細胞中における核酸は、希薄溶液下とは異なる挙動をする事

が見出された。 
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